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【科目】土木工学演習 I

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】環境工学専攻・2 年次
【担当教員】

山本 好克
青井 透
森田 哲夫

【授業目標・教育方針】
水理学，衛生工学，環境工学等の土木工学の基礎科目を対象とし，演習問題を課すことで問題解決能力を養成する．
大学院進学・就職に対応できるよう即戦的な内容を目指した教育を行う .

【授業概要】
土木工学は対象が広範囲にわたっており，幅広い総合的な知識・問題解決能力が必要とされる．従来より，土木基礎
科目は，構造系・水系・土系・計画系・材料系・環境系に分類され講義が行われている．土木工学演習では，上記 6
分野を以下のようにグルーピングする．(1) 土木工学演習 I・・・水理系・環境系 (2) 土木工学演習 II・・・構造系・土
質系・地盤系 (3) 土木工学演習 III・・・構造系・計画系・材料系　土木工学演習 I・II・III をすべて履修すれば，土木
工学の全分野を網羅できるようにカリキュラムを組んである．もちろん，各人の学習到達度等により，履修する演習
を適宜選択してもかまわない．土木工学演習 I では，水理学，衛生工学，環境工学をベースに，静水・動水力学、水
処理，都市・交通問題等を対象分野とする．演習問題を解くことにより基礎知識を確実なものとし、さらに応用問題
により問題解決能力を養成する．また，技術者としてより重要となる課題設定能力の養成にも配慮する．

【教科書・教材・参考書 等】
適宜，OHP，ビデオ等を活用するとともに、演習問題をプリント等により配布する．

【成績評価方法】
［前期］レポート：20%，その他：演習・小テス：80％

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-c) 工学の基礎的な知識・技術を統合し，創造性を発揮して課題を探求し，組み立て，解決する能力

【授業計画】（授業名：土木工学演習 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 水理学に関する演習 静水力学 演習・小テスト
第 2 回 流れの基礎原理 演習・小テスト
第 3 回 オリフィスとせき 演習・小テスト
第 4 回 管水路の水理 演習・小テスト
第 5 回 開水路の水理 演習・小テスト
第 6 回 都市・交通環境に関する演習 国土および地方計画 演習・小テスト
第 7 回 都市計画法他 演習・小テスト
第 8 回 地球温暖化 演習・小テスト
第 9 回 持続可能な都市 演習・小テスト
第 10 回 交通問題および交通計画 演習・小テスト
第 11 回 水環境に関する演習 水質とその調査 演習・小テスト
第 12 回 上水道（浄水処理法・上水施設） 演習・小テスト
第 13 回 下水道（下水処理法・汚泥処理・下水施設） 演習・小テスト
第 14 回 廃棄物処理（廃棄物処理法・環境保全） 演習・小テスト
第 15 回 環境保全全般 演習・小テスト
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